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科目 ７年度 ６年度 比較

町　　税 938,196 915,761 22,435

地方譲与税 70,252 67,398 2,854

利子割交付金 410 445 △ 35

配当割交付金 2,540 2,920 △ 380

株式等譲渡
所得割交付金 7,700 2,185 5,515

法人事業税
交付金 11,000 10,000 1,000

地方消費税
交付金 199,000 198,000 1,000

ゴルフ場
利用税交付金 6,500 7,100 △ 600

環境性能割
交付金 6,600 3,740 2,860

国有提供施設等
所在市町村助成

交付金
1,410 1,400 10

地方特例交付金 4,150 30,378 △ 26,228

地方交付税 2,120,000 2,020,000 100,000

交通安全対策
特別交付金 783 990 △ 207

分担金及び
負担金 4,986 7,594 △ 2,608

使用料及び
手数料 58,085 56,669 1,416

国庫支出金 759,765 974,711 △ 214,946

県支出金 490,933 465,883 25,050

財産収入 15,083 14,366 717

寄附金 400,052 400,132 △ 80

繰入金 512,160 445,705 66,455

繰越金 44,000 34,000 10,000

諸収入 246,395 230,023 16,372

町　　債 676,800 1,350,600 △ 656,600

合　　計 6,576,800 7,240,000 △ 663,200

科目 ７年度 ６年度 比較

議会費 67,687 65,618 2,069

総務費 1,577,404 1,178,143 399,261

民生費 1,748,475 1,679,652 68,823

衛生費 431,151 396,886 34,265

労働費 10 10 0

農林水産業費 312,482 387,565 △ 75,083

商工費 101,274 196,036 △ 94,762

土木費 885,681 1,853,552 △ 950,671

消防費 250,211 310,593 △ 60,382

教育費 753,095 726,128 26,967

災害復旧費 3,757 3,760 △ 3

公債費 435,846 431,503 4,343

諸支出金 1 1 0

予備費 9,726 10,553 △ 827

合　　計 6,576,800 7,240,000 △ 663,200

　歳入においては、普通交付税が「地域社会

再生事業費」や「地域デジタル社会推進費」が

引き続き措置されたこと等により昨年と同水準

になった。新幹線開通による償却資産の増収等

が見込めるが、依然として厳しい財政運営です。

　歳出においては、社会保障経費の増加や公

共施設の適正管理事業の増加、デジタル行政

推進に伴う関連経費の増加、物価高騰に伴う

経費の増加及び給与改定による人件費の増加

など、厳しさが増していくことが予想されます。

　そのため、建設事業を始めとする起債事業の

抑制、補助事業の見直し、委託事業などを可能

な限り縮小し、あわせて、国の交付金・補助金・

委託金及び民間との連携を最大限活用すると

ともに交付税措置率の高い、過疎対策事業債

を活用しながら、この厳しい財政状況を乗り切

ることが重要だと提言されました。

令和７年度一般会計予算
単位：千円歳出 歳入

修正案が賛成4、
反対3で可決されました

会　　計　　名 令和７年度 令和６年度 比　　較

公共用地等取得造成事業特別会計 314 316 △ 2

国民健康保険事業特別会計 1,105,000 1,110,000 △ 5,000

介護保険事業特別会計 887,000 843,000 44,000

後期高齢者医療特別会計 150,100 144,300 5,800

令和７年度 令和６年度 比　較

収益的収入 243,924 248,277 △ 4,353

収益的支出 243,815 247,621 △ 3,806

資本的収入 173,819 198,852 △ 25,033

資本的支出 192,842 219,078 △ 26,236

令和７年度 令和６年度 比　較

収益的収入 322,942 341,891 △ 18,949

収益的支出 300,921 320,658 △ 19,737

資本的収入 132,598 131,300 1,298

資本的支出 212,476 195,200 17,276

新年度予算に対する議会からの主な提言

◎　西部線(2)測量設計業務委託17,200千円については、費用対効果が見込まれ
ないため、原案からこの金額17,200千円を減額した修正案を賛成多数により可
決すべきものと決定しました。
◎　記念石碑（図書室前）運搬工事は、関係者から意見を聴収し、移設の方法等に
ついては慎重に検討されたい。
◎　通学助成金については、公共交通機関を利用されている学生等には助成され
ているが、私有車で通学されている学生等についても助成の検討をされたい。
◎　工場等設置奨励補助金の必要性は認めるが、補助金額3,000万円の妥当性に
ついて町民の理解が得られるよう検討されたい。
◎　太陽光発電システム設置補助金の制度について、町独自の補助と国県の補助
があるので、パンフレットの改正を含め、町民への周知徹底を図られたい。
◎　ふるさとの森林づくり事業備品（観光案内所用机椅子）は、観光案内所の利用
状況を調査し、必要数を購入されたいとの意見がありました。

令和７年度特別会計予算

水道事業会計予算 公共下水道事業会計予算

単位：千円

単位：千円単位：千円

全会一致可決 全会一致可決

全て全会一致可決

－ 2 －－ 3 －



＜賛成＞

＜反対＞

－ 5 － － 4 －

３ 月 定 例 会 で 決 ま っ た 主 な も の
一般会計補正予算（第９号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

介護保険事業特別会計補正予算（第5号）

人事案件

条例制定他

　９２３０万円が追加され総額７８億６１2０万円となりました。（補正額は、万単位）

　後期高齢者医療広域連合納付金の増に伴い１０１万９千円が追加され総額１億４５５６万３千円とな
りました。

・東彼杵町監査委員に再任されました。（任期は、令和７年４月１日から４年）
　　　 木　田　善　孝　（口木田郷）
・東彼杵町農業委員会委員に、14名が任命されました。

・東彼杵町デマンド交通の運行に関する条例の制定について
・東彼杵町学習教養・子育て複合施設条例の制定について
・東彼杵町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 
 ・東彼杵町町営バス事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
 ・東彼杵町個人情報保護法施行条例の一部を改正する条例
・東彼杵町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に 関する条例の一部を改正する条例
・東彼杵町消防団員定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
・東彼杵町表彰条例の一部を改正する条例
・東彼杵町辺地地区集会所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
・不動産の貸付について
・旧千綿女子高等学園借用に関する請願書　　　　　　　　　　　　　　　　　　（他１０件）

　介護サービス及び介護予防・日常生活支援総合事業等の増に伴い２２７６万５千円が追加され総額
９億２５４１万６千円となりました。

現状は消防車や救急車の進入が困難との事であるが、受益件数が少なく、３
億円を超すと思われる総事業費に対しては、費用対効果が極めて小さい。
また、町内にはもっと不便で整備を要する町道が数多くある。

口木田踏切は狭く、国道からの進入も鋭角で、段差もあり、消防自動車等の緊
急車両が通れない。
また、地区の長年の要望もあり、新踏切、新町道完成後は地域住民の安心・
活性化が図られる。

全会一致可決

同意

令和7年度一般会計修正予算の討論

追加された主なもの　 補　正　額

①生活交通路線維持費補助金追加 　　　　　２００万円

②障害介護給付費追加 　　　１，４８０万円

③児童施設型給付費追加 　　　５，４００万円

④新型コロナワクチン予防接種体制確保事業費補助金前年度返還金 　　　　　１９０万円

賛　否　表
〇賛成 ●反対 ＊議長は採決に加わりません

大　

安

児　

玉
構

吉　

永

尾　

上

大　

石

口　

木

審議
の
結果

 

３　

月　

定　

例　

会 

当
初
予
算

・令和７年度一般会計修正予算 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ● 可決

・令和７年度公共用地等取得造成事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和７年度国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和７年度介護保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和７年度後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和７年度水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和７年度公共下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

補　

正

・令和 6年度一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和 6年度介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・令和 6年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

条
例
制
定

・東彼杵町デマンド交通の運行に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

・東彼杵町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の制定について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

請

願
・ 旧千綿女子高等学園借用に関する請願書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

全会一致可決

全会一致可決

－ 4 －－ 5 －
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町政を問う　３月定例会
一般質問に４名が登壇

3月12日ペーパーレス会議システム研修中

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを問うのが一般質問です。
ここでは、質問した議員ごとに内容を要約してお知らせします。

皆さんはどのテーマに関心がありますか？

P. ５　退職金、満額支給されていないが

P. ６　野良犬・野良猫の対策は

P. ７　グリーンロードを桜街道に

P. ８　「過疎債」に対しての町民への不安払拭は

※一般質問のDVD（動画撮影）は、図書室が休館中のため
　議会事務局にて貸出をしています！

一般質問

－ 6 －
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消
防
団
員
退
職
報
償
金
、　

支
給
方
法
は
適
切
な
の
か

[

議
員]

　

退
職
報
償
金
の
支
給
方
法
は
口
座

振
り
込
み
で
す
か
。

[

町
長]

現
金
支
給
で
す
。
令
和
８
年
度
か

ら
、
口
座
振
り
込
み
と
し
ま
す
。

[
議
員]

　

退
職
報
償
金
を
受
け
取
る
資
格
の

あ
っ
た
団
員
数
は
。

[

町
長]

　

令
和
５
年
度
は
22
名
で
す
。

[

議
員]

　

退
職
報
償
金
の
受
け
取
り
を
、
ど
の

よ
う
な
手
段
で
連
絡
さ
れ
ま
し
た
か
。

[

総
務
課
長]

　

ラ
イ
ン
を
使
っ
て
、
各
分
団
長
に

連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

[

議
員]

　

退
職
報
償
金
受
け
取
り
に
関
す
る

連
絡
は
、
退
職
さ
れ
る
方
に
文
書
か

つ
町
長
名
で
連
絡
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

行
政
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
な
い

の
で
は
。

[

町
長]

消
防
団
と
の
協
議
の
中
で
、
こ
の

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
協
議
の
中
で
公
文
書
を
出
す
の

が
い
い
の
か
ど
う
か
協
議
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

[

議
員]

22
名
中
、
４
名
の
方
に
は
総
務
課

で
直
接
本
人
に
、
あ
と
の
18
名
の
方

に
は
分
団
長
等
に
支
払
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
人
に
直
接
支
給
さ
れ
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
。

[

町
長]

　

退
職
さ
れ
る
人
で
、
平
日
仕
事
で

来
ら
れ
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
分
団
長
に
預
け
る
方
法
を
取
ら

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

[

議
員]

　

何
故
、
会
計
課
で
は
な
く
、
総
務

課
で
支
給
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。

[

町
長]

　

会
計
課
で
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
来
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

総
務
課
が
預
か
っ
て
配
付
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

業
務
上
横
領
の
疑
い
は
な

い
の
か

﹇
議
員
﹈

　

退
団
さ
れ
た
方
に
対
す
る
分
団
長

発
言
の
骨
子
か
ら

①
退
職
金
は
満
額
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
退
職
金
額
に
つ
い
て
は
、
活
動

及
び
勤
務
成
績
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。

③
支
払
額
は
、
消
防
団
役
員
で
協　
　
　

議
さ
れ
ま
す
。

④
他
の
分
団
で
も
同
様
の
処
置
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
が
あ
る
の
か
ど
う

か
調
査
さ
れ
る
お
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

[

町
長]

　

今
度
分
団
長
会
議
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
と
り
あ
え
ず
話
を
聞
き
ま
す
。

当
然
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

[

議
員]

　

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
本
来

３
４
万
６
５
０
円
支
給
す
べ
き
金
額

が
９
万
７
，
３
３
０
円
減
額
さ
れ
、

２
４
万
３
，
３
２
０
円
が
渡
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

　

問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。　

[

町
長]

　

こ
う
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
お
か

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

分
団
長
会
議
を
開
い
て
「
満
額
支

給
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
」
と

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

[

議
員]

　

分
団
に
入
っ
た
９
万
７
，
３
３
０

円
が
、
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
、
使

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
他
に
も
こ
の

よ
う
な
事
例
が
な
い
の
か
。
調
査
さ

れ
る
お
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

[

町
長]

　

私
も
消
防
団
を
退
職
し
た
と
き
、

ス
ト
ー
ブ
等
を
贈
る
と
か
自
主
的
に

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

[

議
員]

　

町
民
や
退
団
さ
れ
た
方
か
ら
「
業

務
上
横
領
の
疑
い
が
あ
る
の
で
は
」

と
い
う
厳
し
い
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
。

[

町
長]

　

消
防
団
員
に
よ
る
業
務
上
横
領
だ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
性
善
説
で

考
え
て
い
ま
す
。    

議員

大石　俊郎

退職金、満額支給されていないが

分団長会議で「満額支給されるべき」と申し上げる

お お い し 　 　 と し ろ う

退職報償金等明細書

分団 階級 氏名 年報酬

(A)

(A) × 15/100

(B)

勤続　

年数

(C)

互助会退職金

[10 年以上 ]

(D) ＝ (B) × (C)

国の退職報償金　　　　　　　　　

[5 年以上 ]

(E)

合計 ( 円 )

(D)+(E)

X 団員 A 36,500 5,475 14 年 76,650 264,000 340,650

町長



－ 8 －

狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
野
良

犬
、
野
良
猫
の
現
状
及
び
対

応
・
対
策
は

[ 

議
員]

　

令
和
６
年
度
の
畜
犬
登
録
の
予
防

注
射
頭
数
等
は
。

[

町
長]

　

令
和
７
年
２
月
20
日
現
在
、

畜
犬
登
録
数
４
１
１
頭
、
注
射
頭
数

３
０
６
頭
。

[
議
員]

　

予
防
注
射
率
は
、
令
和
４
年
度
約

71
％
、
５
年
度
約
76
％
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
数
字
に
関
し
、
ど
う
考
え

ら
れ
ま
す
か
。

[

町
長]

　

狂
犬
病
の
恐
ろ
し
さ
を
随
時
広
報

し
て
お
り
、
督
促
状
で
予
防
注
射
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

[

議
員]

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
義
務
で
す

が
罰
則
が
あ
り
ま
す
か
。
又
、
科
料

は
誰
が
科
す
の
で
す
か
。

[

町
長]

　

狂
犬
病
予
防
法
の
規
定
に
20
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
科

料
は
、
裁
判
所
が
科
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

[

議
員]

　

町
の
犬
取
締
条
例
に
は
、
飼
い
犬

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
主
の
放

し
飼
い
、
ふ
ん
の
排
泄
し
た
時
の
適

切
な
処
理
等
の
規
定
に
違
反
し
た
場

合
２
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
応
は
。

 [

町
民
課
長]

　

情
報
が
入
り
し
だ
い
、
訪
問
し
、

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
、
町
が
科
す
る
。

[

議
員]

　

迷
い
犬
、
野
良
犬
の
命
を
救
う
対

応
・
対
策
は
。

 [

町
長]

　

保
健
所
の
譲
渡
会
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
保
健

所
は
譲
渡
会
で
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
さ
れ
て
い
ま
す
。

[

議
員]

　

猫
引
き
取
り
数
、
令
和
４
年
度
22

頭
、
令
和
５
年
度
０
頭
、
令
和
６
年

度
は
、
何
頭
か
。

[

町
長]

　

東
彼
三
町
で
は
、
令
和
６
年
４
月

よ
り
、
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
廃
止

し
て
い
ま
す
。

[

議
員]

　

野
良
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
助

成
交
付
要
綱
が
あ
り
ま
す
が
、
申
請

件
数
は
。

[

町
長]

[

議
員] 

　

捨
て
猫
、
野
良
猫
の
命
を
救
う
対

応
・
対
策
は
。

[

町
長]

　

保
健
所
で
は
、
譲
渡
会
を
年
３
回

開
催
さ
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
、

１
０
１
頭
に
対
し
77
頭
が
譲
渡
さ
れ

て
い
ま
す
。

[

議
員]

　

ペ
ッ
ト
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て

終
生
飼
う
こ
と
が
責
任
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
は
。

[

町
長]

　

一
旦
飼
う
と
い
う
事
は
、
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
覚
悟
を
決
め
て

飼
っ
て
も
ら
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

[

議
員]

国
民
保
険
税
率
は
、
県
か
ら
の
通

知
か
、
納
付
金
に
対
し
町
で
計
算
し

決
め
て
い
る
の
か
。

[
町
長]

　

保
険
税
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
る
標

準
保
険
料
を
参
考
に
、
町
で
算
定
し

税
率
と
し
て
い
ま
す
。

[

議
員]

　

保
険
料
税
率
は
、
県
下
で
何
番
目

か
。

[

町
長]

　

モ
デ
ル
保
険
料
で
試
算
す
る
と
９

番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 [

議
員]

　

令
和
６
年
度
よ
り
大
阪
府
と
奈
良

県
で
保
険
料
水
準
が
完
全
統
一
と
な
り

ま
し
た
が
、
長
崎
県
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
。

 [

町
長]

　

令
和
６
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
長

崎
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
、
完

全
統
一
実
現
に
向
け
、
国
や
他
県
の
取

組
を
参
考
に
し
、
市
町
に
て
課
題
の

見
直
し
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
時
期

は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

[

議
員]

　

国
保
の
被
保
険
者
に
限
ら
ず
、
町

民
が
元
気
に
過
ご
す
施
策
は
。

[

町
長]

　

健
康
課
題
は
食
塩
、
砂
糖
の
取
り

す
ぎ
、
野
菜
摂
取
不
足
、
運
動
不
足
、

喫
煙
率
の
高
止
ま
り
が
あ
り
、
こ
れ

ら
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
脳
血
管
疾

患
、
糖
尿
病
腎
症
化
を
減
少
さ
せ
る

か
が
、
本
町
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
る
方

へ
の
指
導
、
個
人
、
集
団
向
け
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
実
施
。
食
生
活
改
善
推

進
員
を
中
心
に
地
域
活
動
、
長
崎
県

健
康
ア
プ
リ
『
歩
こ
ー
で
』
を
活
用

し
た
い
。

町長

議員

構 　 浩 光

野良犬・野良猫の対策は

保健所が行う譲渡会の活用

かまえ　　　　　ひ　ろ　み　つ

年度 登録
頭数

注射
頭数

予　防
注射率

R4 394 279 70.8％
R5 413 315 76.3％
R6 411 306 74.5％

R5年度末
県 69.7％
国 70.2％

(1 位の都道府県 ) 山形県 87.8％

R4,R5 は、成果報告。
国、県は、厚生労働省の資料

年度 不妊
手術

去勢
手術

R4 ９件 ６件
R5 ６件 ７件
R6 １０件 １１件



－ 9 －

大
村
湾
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を

サ
ク
ラ
の
名
所
に
で
き
な
い
か

[

議
員]

　

サ
ク
ラ
は
、
遠
く
の
昔
か
ら
日
本

人
が
愛
し
続
け
て
き
て
い
る
花
で
す

が
、
町
長
の
花
に
対
す
る
気
持
ち
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

[

町
長]

　

サ
ク
ラ
は
、
心
を
和
ま
せ
る
一つ
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
。
名
所
と
い
う
の

は
、
数
多
く
あ
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

[

議
員]

　

大
村
湾
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
「
緑

道
豊
穣
」
の
碑
が
あ
る
駐
車
場
に
は

い
つ
も
車
が
止
ま
っ
て
い
る
が
、
新
幹

線
と
サ
ク
ラ
の
コ
ラ
ボ
写
真
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

[

町
長
】

　

名
所
を
作
る
に
は
外
回
り
か
ら
の

整
備
が
必
要
に
な
る
。

F1
と
新
幹
線
の
コ
ラ
ボ
写
真
の
撮

影
の
時
見
学
し
た
が
、
路
上
駐
車
等

の
問
題
も
あ
り
法
面
等
に
は
植
栽
は

厳
し
い
と
思
う
。

[

議
員]

　

彼
杵
の
方
か
ら
大
村
市
と
の
境
界

ま
で
全
線
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

ス
ペ
ー
ス
の
取
れ
る
場
所
の
整
備
を

し
、
町
内
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
サ
ク
ラ
街
道
に
で
き
な
い
か
。

[

町
長]

　

実
現
す
れ
ば
大
村
湾
の
景
色
と
合

わ
せ
て
新
た
な
名
所
と
な
る
と
思
う

が
、
駐
車
場
な
ど
一
定
の
面
積
が
必
要

で
整
備
費
、
維
持
管
理
費
に
多
額
の

費
用
が
か
か
り
現
段
階
で
は
難
し
い

と
思
う
。

大
村
湾
の
水
質
改
善
を

[

議
員]

　

時
期
は
忘
れ
ま
し
た
が
大
村
市
長
、

長
与
町
長
、
時
津
町
長
と
「
大
村
湾

を
き
れ
い
に
す
る
会
」
で
水
産
庁
や

環
境
省
に
陳
情
に
出
向
か
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
成
果
は
。

[

町
長]

　

昨
年
10
月
29
日
水
産
庁
や
国
土
交

通
省
、
環
境
省
に
要
望
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
水
産
庁
の
森
長
官
に
直
接

要
望
書
を
手
渡
す
な
ど
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
環
境
省
や
国
土
交
通
省
で

も
局
長
、
審
議
官
な
ど
意
見
交
換
し
、

様
々
な
国
の
交
付
金
や
市
・
町
へ
の

支
援
事
業
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
受

け
た
。

[

議
員]

　

全
国
で
も
有
数
の
閉
鎖
性
海
域
で

も
あ
る
大
村
湾
の
水
質
は
改
善
傾
向

に
あ
る
が
、
ま
だ
改
善
し
た
と
ま
で

は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
要
望
を
さ
れ
た
の
か
。

[

町
長]

　

湾
の
非
栄
養
価
の
対
策
と
し
て
、

流
域
の
下
水
処
理
施
設
の
高
度
処
理

化
を
図
る
。

　

社
会
資
本
総
合
交
付
金
と
、
多
様

な
生
き
物
の
生
息
の
場
に
保
全
に
着

目
し
た
先
駆
的
な
実
証
実
験
を
全
湾

を
対
象
に
し
て
行
う
こ
と
を
環
境
省

等
に
お
願
い
を
し
た
。

自
治
会
加
入
が
減
少
し
て
い

る
が

[
議
員]

　

若
い
転
入
者
は
特
に
、
自
治
会
へ

の
加
入
率
が
低
い
よ
う
に
思
う
が
、

何
か
良
い
手
立
て
は
な
い
も
の
か
伺

い
ま
す
。

[

町
長]

過
疎
化
や
高
齢
化
も
あ
り
、
加
入

率
低
下
に
大
い
に
懸
念
し
て
い
る
所

で
あ
る
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
町
政
懇
談
会
に
お

い
て
も
自
治
会
に
入
ら
な
い
人
が
増

え
て
き
た
と
の
声
も
あ
り
、
対
策
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
上
強
制
的

に
加
入
は
求
め
ら
れ
な
い
。

　

転
入
手
続
き
の
際
窓
口
で
自
治
会

加
入
を
促
進
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

出
来
る
限
り
加
入
を
お
願
い
し
て
い

る
所
で
あ
る
。

町長

議員

口木　俊二

グリーンロードをサクラ街道に

駐車場の確保等厳しい問題も

大村湾の夕日

く ち き 　 　 し ゅ ん じ

列車と桜
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過
疎
債
に
対
し
て
の
町
民
へ

の
不
安
払
拭
は

[

議
員]

　

本
町
の
借
金
残
高
が
約
68
億
あ

り
、
東
彼
地
区
清
掃
工
場
の
負
担

金
が
毎
年
約
５
，
０
０
０
万
円
支
出

さ
れ
て
い
る
渦
中
で
、
令
和
４
か
ら

５
年
度
の
過
疎
事
業
の
合
計
が
、
約

９
億
３
０
０
０
万
円
に
対
し
て
、
町

負
担
額
合
計
が
約
２
億
１
８
５
０
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　

過
疎
債
の
乱
発
で
は
、
身
の
丈
に

合
っ
て
い
る
の
か
と
の
町
民
の
不
安

が
あ
り
ま
す
が
町
長
の
所
見
は
。

[

町
長]

　

今
本
町
は
、
百
年
に
一
度
の
飛
躍
の

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
百
年
は
い
ま
ま
で
の
百
年
で
は

な
く
、未
来
へ
の
百
年
で
あ
り
ま
す
。

　

細
か
い
こ
と
は
、
身
の
丈
に
合
う

よ
う
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
有

利
な
方
法
で
職
員
が
や
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
の
で
、安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

[

議
員]

　

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
の

過
疎
債
の
事
業
合
計
額
が
、
約

９
億
３
３
０
０
万
円
に
対
し
て
、
町

負
担
金
が
２
億
１
８
５
０
万
円
の
状

況
下
で
、
２
期
目
の
令
和
12
年
度
ま

で
、過
疎
債
の
申
請
を
さ
れ
ま
す
か
。

[

町
長]

　

こ
の
事
業
は
令
和
12
年
度
が
期
限

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
の
10
月
に

[

町
長]

　

雑
草
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
元
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
に
申
し
出

て
伐
採
し
て
お
り
ま
す
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
の
敷

地
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

お
仕
え
し
ま
す
。

[

議
員]

　

蔵
本
島
田
か
ら
口
木
田
に
の
び
る

西
部
線
入
口
の
町
広
報
の
看
板
の
文

字
等
の
劣
化
は
修
繕
の
時
期
と
思
料

さ
れ
ま
す
が
。

[

町
長]

　

設
置
場
所
は
、
海
に
面
し
て
お
り

常
に
潮
風
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
他
の
看
板
よ
り
劣
化
し
て
い
る

の
で
、
早
急
に
対
処
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗
は

[

議
員]

　

令
和
６
年
度
は
、
４
億
円
を
め
ざ

す
と
さ
れ
ま
し
た
が
。

[

町
長]

　

今
年
度
は
、
３
億
３
０
０
０
万
か
ら

３
億
４
０
０
０
千
万
の
最
終
見
込
み
で

あ
る
。

[

議
員]

　

返
礼
品
の
新
規
開
拓
は
。

[

町
長]

長
崎
紅
茶
、
ビ
ワ
ペ
ッ
ト
、
そ
の
ぎ

茶
プ
リ
ン
等
を
新
規
追
加
し
、
お
茶

や
果
物
と
の
コ
ラ
ボ
、
牛
肉
メ
ニ
ュ
ー

の
増
加
を
提
案
を
し
て
い
る
。

[

議
員]

　

サ
ー
モ
ン
養
殖
の
進
捗
は
。

[

町
長]

　

現
在
、
水
槽
が
８
基
地
ま
で
に
増

設
さ
れ
、
年
内
に
も
年
間
３
０
０
０

尾
の
出
荷
体
制
を
目
指
さ
れ
て
お
り
、

最
終
的
に
は
12
基
の
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
道
の
駅
へ
の
出
荷
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
も
視
野
に

あ
る
。

議員

大 安 　 義 和

「過疎債」に対しての町民への不安払拭は

千載一遇の機会を逃せない、覚悟を持ってやる

行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
結
果
が
指
定

の
可
否
に
繋
が
る
。

　

な
お
、
指
定
に
外
れ
た
と
し
て
も

激
変
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る

た
め
、
本
町
の
よ
う
に
財
政
力
が
弱

い
と
こ
ろ
は
、
総
額
の
限
度
は
あ
り

ま
す
が
、
７
年
間
は
ハ
ー
ド
事
業
へ

の
過
疎
債
適
用
は
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

Ｊ
Ｒ
彼
杵
駅
の
現
状
と
町

広
告
看
板
の
劣
化
対
策
は

[

議
員]

　

Ｊ
Ｒ
彼
杵
駅
の
風
貌
は
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
錆
や
水
溜
ま
り
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
お
茶
は
手
付
か
ず
に
あ
り
、

こ
の
現
況
に
対
し
て
の
所
見
は
。

だ い あ ん 　 　 よ し か ず

町長

JR彼杵駅前
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旧常明園について

－ 11 －

総務厚生常任委員会調査報告

令和７年２月１４日

　旧常明園は、耕作放棄地及び施設活用として、平成２６年６月３０日に旧常明園等施設無償賃
貸借契約（借用期間：平成２６年６月３０日から令和６年１０月３１日）を締結されていました。
（１）維持管理費　６０５万円。

内訳は、施設の修繕費、電気保安、消防法定点検、浄化槽費用及び消火器購入費等
でした。

（２）環境整備費総額　２，２９１万円。
（３）委託費　２，２３６万円

①平成２６年６月自然農法圃場整備業務委託   １，６２０万円
②平成２６年１０月 東そのぎ食養生業務委託   ２５８万円
③平成２７年１月東そのぎロハス養生園仮準備業務委託 ３５８万円

（４）補助金の内訳
①平成２７年３月東そのぎロハスの郷
（初期備品購入費）補助金  １，１４０万円
②平成２７年４月東そのぎロハスの郷づくり事業
（浄化槽、火災報知器等施設整備補修） ９８万円
③平成２７年７月東そのぎロハスの郷づくり事業
（施設改修整備、ソフト事業、運営経費等） １，３０１万円
　地方創生先行型交付金１，３０１万円を活用。

　東そのぎロハスの郷づくり事業は、平成２８年６月から町の指導が入り事業が進まず、退去指
示を出しても４世帯が入居したままで、平成３０年３月２０日全員退去となりました。
その後、施設事業の公募を実施されたが、応募がなく令和６年１０月３１日に旧常明園等施設無
償賃貸借契約の解約合意に至っています。

　今回、調査した結果、１，３０１万円は、国庫補助金で返還金の対象であるとの事でした。ま
た、平成３０年２月から令和６年１０月まで、年間約５８万円の維持管理費（光熱水費、浄化槽法
定点検、電気保安業務委託料、浄化槽保守点検委託料、除草作業委託料）が約７年間支出され
ていました。



旧千綿女子高等学園を調査

　 平成15年3月に閉園した千綿女子高等学園の広大な敷地や施設を、令和2年に町は県から譲
り受けています。20年以上が経過した「現在の活用状況」の調査を実施しました。
　農地においては、農地管理の目的で株式会社そのぎファームが約94アールを使用しており、
農林水産省の指定野菜に追加されることになったブロッコリー等が栽培されています。
　また、保温施設等の敷地においては、間伐された不要材木を加工する作業ヤードや薪の保管
場所として、おもしろ河川団森林部が使用していました。町の説明では、未利用農地の活用や町
民農園開設に向けた整備、校舎等の施設解体が計画されています。
　委員会では、解体を含めた施設の適切な使用や活用を検討すること。また、長期的な視点に
立ち計画を策定することなど多くの意見がありました。

産業建設文教常任委員会調査報告

－ 12 －

　おもしろ河川団森林部（代表）菊本丞馬氏から提出された請願は、作業ヤードや薪の保
管場所として使用している、旧千綿女子高等学園敷地の使用期限（令和6年度末まで）の
延長を求めるものです。
　産業業建設文教常任委員会で審査した結果、施設解体時期や今後の活用計画が明確
でなく、当面の間は、許可期限を延長しても支障がないと思われるため、全会一致で採択
されました。
　なお、次年度以降の許可においては、使用条件や区域を明確にし、条例に基づいた応分
の使用料を徴収すべきなどの意見がありました。

旧千綿女子高等学園の使用許可を延長する請願

令和７年２月１４日
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第35回町民綱引き大会

＊優勝 赤木レッドサンズ ＊準優勝 西部綱引き愛好会Ａ

全国選抜中学校剣道大会出場

　東彼杵中学校剣道部は、長崎県中学校新人大会で３位となり全国選抜中学校剣道大会
（佐賀県神埼市）に出場しました。1回戦（1対1で代表戦勝利）、2回戦（2対3で惜敗）の
結果でした。
隅主将「今回の大会の経験を活かし、夏の県中総体で優勝できるように頑張るので、今後
も応援よろしくお願いします。」
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桜
は
全
力
で
パ
ッ
と
咲
い
て
、
潔
く
パ
ッ
と
散
っ

て
い
く
姿
が
、
日
本
人
の
心
情
や
魂
に
訴
え
る
存
在

と
し
て
、
古
来
よ
り
日
本
人
に
寄
り
添
う
、
春
を
呼

ぶ
使
者
と
し
て
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。

　
「
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な　

い
た
ず
ら
に　

わ
が
身
世
に
ふ
る　

な
が
め
せ
し
ま
に
」
小
野
小
町

の
和
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
は
、

桜
は
人
生
の
儚
さ
・
世
の
無
常
の
代
名
詞
で
し
た
。

　

明
治
19
年
、
日
本
の
入
学
式
が
四
月
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
コ
ブ
ク
ロ
の
「
桜
」
の
歌

詞
「
桜
の
花
び
ら
散
る
た
び
に
、
届
か
ぬ
思
い
が
ま

た
一
つ
、
涙
と
笑
顔
に
消
さ
れ
て
く
」
に
あ
る
よ
う

に
、
桜
に
は
出
会
い
と
別
れ
の
時
を
暗
示
さ
せ
る
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
東
彼
杵
中
学
校
か
ら
六
十
八
名
の

卒
業
生
が
、
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
東
彼

杵
町
で
育
ま
れ
た
友
情
と
絆
を
大
切
に
し
て
、
世
界

に
向
か
っ
て
大
き
く
翔
び
立
っ
て
欲
し
い
と
、
心
か

ら
お
祈
り
し
ま
す
。

（
吉
永
秀
俊
）

委
員
長　
　

大　

安　

義　

和

副
委
員
長　

構　
　
　

浩　

光

　

大　

石　

俊　

郎

𠮷　

永　

秀　

俊

尾　

上　

庄
次
郎

　
　

児　

玉　

隆　

行

編
集
後
記

やすらぎ公園のサクラ 三根河川公園のサクラ

５秒サクラ と新幹線

サクラ三景
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